
脱穀の後のわらで…
杉野原地区のしめ縄作り

黄金の稲穂に彩られた「あらぎ島」。
八幡小学校 3・4 年生が 9 月 21 日（火）にあ

らぎ島景観保全保存会の皆さまに指導を受けな
がら、鎌で稲を刈り、稲掛け（はぜ掛け）を行
いました。また、10 月 5 日（火）には脱穀作業
を行いました。６月に植えた稲の収穫。美味し
いご飯になるのが楽しみです。

秋の実りに感謝 ‼

道の駅あらぎの里にある「ミニあらぎ島」。
清水保育所の年長組が 10 月 5 日（火）に稲刈

りを行いました。６月に植えた稲が成長してい
てびっくり。先生や役場職員に手伝ってもらい
ながら、けがをすることなく、一生懸命刈り取
りました。

ミニあらぎ島で収穫したのは、もち米。美味
しいお餅になりそうです。

清水保育所　稲刈り体験 八幡小学校　稲作体験

杉野原地区では毎年、「杉野原老人ク
ラブ」の皆さまが地元の神社に奉納する
ためのしめ縄を作っています。

数メートルにもなる長いしめ縄や、数
人がかりで作る太いしめ縄。年長者に教
わりながら受け継がれてきている伝統で
す。年末には、新年を迎える準備として
安諦地区の三大神社に飾られます。

42広報ありだがわ　2021.11


